
コロナ禍の自殺の現状①（全国）

• コロナ禍前との比較で、男女とも19歳以下と20歳代で増加
しており、60歳代では減少。

• 有職男性で同居人ありでは、30歳から69歳の有職男性の
自殺者数の減少が大きかった。有職男性同居人なしでは
増加傾向にあり、特に20歳代が増加。

• 無職男性で同居人ありでは、30歳から79歳の無職男性の
自殺者数がおおむね減少しており、19歳以下の無職男性
は増加。無職同居人なしでは、70歳以上が増加。

• 有職女性は、ほとんどの年齢階級で増加。特に20歳代が
大きく増加。

1
（出典）厚生労働省社会・援護局総務課自殺対策推進室 報道発表資料
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コロナ禍の自殺の現状②（全国）

• 無職女性で同居人ありでは、29歳以下の自殺者数が大き
く増加。一方で60歳以上は減少。

• 無職女性で同居人なしでは、各年代の増減幅は相対的に
小さいが、60歳代を除く全ての年齢階級で増加。

2
（出典）厚生労働省社会・援護局総務課自殺対策推進室 報道発表資料



コロナ禍の自殺の現状③（全国）

• コロナ禍（2020/1～2021/5）前との自殺の理由の変化に
ついての分析によると、性別で異なることが明らかとなる。

• 男性は、失業、仕事の失敗、仕事疲れ、職場の人間関係、
職場環境の変化、孤独感、失恋が主な超過死亡。

• 女性は、親子関係の不和、夫婦関係の不和、子育ての悩
み、介護･看病疲れ、病気、うつ病、統合失調症、アルコー
ル依存症、学友とのトラブルが主な超過死亡。

• 男性は仕事や職場の悩みを抱え、女性は家族のための時
間が増えたとされる。性別により自殺予防対策や心理的ス
トレス軽減につながる対策がとられることが求められる。

3（出典）国内データベースを用いた時系列自殺研究 報道発表資料
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学生・生徒の自殺の分析（全国）

• 平成21年から令和元年にかけて、我が国の自殺者総数は
年々減少してきたが、児童生徒は平成28年から増加傾向
となっている。

• 学生等は、平成23年をピークに減少していたが、令和元年
に増加に転じ、令和３年まで増加となっている。

• コロナ禍前からの変化をみると、男女とも平成21年以降お
おむね増加傾向にあり、女子は中学生・高校生とも令和元
年から令和２年にかけて大きく増加し、令和３年も増加。

• 自殺の原因・動機別では、特に女子では令和２年に「学
校」「家庭」「健康」が増加し、女子高校生では令和３年に
「健康」が増加。 5

（出典）厚生労働省社会・援護局総務課自殺対策推進室 報道発表資料



コロナ禍の自殺の現状（立川市）

• 立川市自殺者数のコロナ禍前（2015～2019年平均）との
比較では、男性は2020年が3.4人の減少、2021年が8.4
人の減少。女性は2020年が0.2人の減少、2021年が1.8
人の増加。男性が減、女性が増の傾向は全国と東京都も
同じであった。

• 年齢別での特徴は全国・東京都と共通しており、男性は60
歳以上が特に減少し、女性は20歳未満と20歳から39歳が
増加傾向。

• 以上のことからコロナ禍で高齢の男性は自殺が減少し、女
性は若年層が増加という特徴があった。

6（出典）地域自殺実態プロファイル（2022）



月別自殺者数の推移（全国）
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令和４年21,584人（速報値）
※前年比577人（2.7％）増
令和３年21,007人
令和２年21,081人
平成31年20,169人
平成30年20,840人



立川市の自殺者数の状況

（出典）厚生労働省 地域における自殺の基礎資料
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立川市の自殺死亡率の状況

（出典）厚生労働省 地域における自殺の基礎資料
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自殺死亡率（性・年代別）の状況
（10万対）

（出典）地域自殺実態プロファイル（2022）
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立川市の自殺死亡率の状況

（出典）厚生労働省 地域における自殺の基礎資料
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立川市自殺手段別（過去5年）
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手段 人数 割合 全国割合

首つり 101 60.8% 66.1%

首つり以外（小計） 64 38.6% 33.8%

服毒 2.3%

練炭等 6 3.6% 7.0%

飛降り 24 14.5% 10.9%

飛込み 2.7%

その他（小計） 24 14.5% 10.9%

有機溶剤吸引 0.2%

排ガス 0.2%

その他のガス 1.2%

感電 0.2%

焼身 1.1%

爆発物 0.0%

銃器 0.0%

刃物 6 3.6% 2.6%

入水 3.4%

その他 8 4.8% 2.0%

不詳 0.1%

合計 166 100.0% 100%

手段 2017 2018 2019 2020 2021 合計 割合 全国割合

首つり 29 19 16 18 19 101 60.8% 66.1%

服毒 2 0 1 2 0 5 3.0% 2.3%

練炭等 0 3 0 2 1 6 3.6% 7.0%

飛降り 0 7 4 7 6 24 14.5% 10.9%

飛込み 1 1 1 1 1 5 3.0% 2.7%

その他 8 2 8 3 3 24 14.5% 10.9%

不詳 1 0 0 0 0 1 0.6% 0.1%

合計 41 32 30 33 30 166 100.0% 100.0%

（出典）地域自殺実態プロファイル（2022）



立川市の主な自殺の特徴
（自殺日・住居地、2017～2021合計166人（男性112人・女性54人））

特性上位５区分
自殺者数
５年計(人)

割合
自殺死亡率
（10万対）

背景にある主な自殺の危機経路
（推定）

１位：男性60歳以上無職同居 18 10.8% 34.8
失業（退職）→生活苦＋介護の悩み（疲
れ）＋身体疾患→自殺

２位：男性40～59歳有職同居 13 7.8% 13.6
配置転換→過労→職場の人間関係の
悩み＋仕事の失敗→うつ状態→自殺

３位：女性60歳以上無職同居 12 7.2% 14.4 身体疾患→病苦→うつ状態→自殺

４位：男性20～39歳無職同居 11 6.6% 77.8
①【30代無職】ひきこもり＋家族間不和
→孤立→自殺②【20代学生】就職失敗
→将来悲観→うつ状態→自殺

５位：男性40～59歳有職独居 9 5.4% 27.8
配置転換→過労＋仕事の失敗→うつ
状態＋アルコール依存→自殺

（出典）地域自殺実態プロファイル（2022） 13



令和４年度自殺対策事業取組①
取 組 実施時期（予定） 内 容 備 考

①立川市いのち支える自殺総合対策
推進本部・検討委員会の開催

①６月30日
②１月

自殺対策計画の策定及び推進を行う。また、必要な
事項を検討するため検討委員会を開催する。

【基本施策1-1】

②立川市いのち支える自殺総合対策
連絡協議会の開催

①７月11日
②１月27日

地域における自殺対策の推進。計画の進捗管理、
その他情報交換を行う。

【基本施策1-2】

③ゲートキーパー養成講座（初級・中
級）の開催

（初級）9月2日
（中級）①4月7日
②5月12日
③7月7日

（初級）自殺の兆候に対する気づき力を養成する。
市民と市職員が対象
（中級）公立学校教職員（生活指導主任等）が対象。
１学期中に３回に分けて実施。

(受講予定)初級30
名・中級28名
【基本施策2-1･5-
2】

④立川市ゲートキーパー手帳の作成・
配布

７月 自殺対策を担う人材の育成は計画の重要な取組と
している。地域でのゲートキーパーの養成のための活
用と市民への啓発のためゲートキーパー手帳を700
部作成し、養成講座受講者や関係機関、市民等へ
配布する。

【基本施策2・3】
700部

⑤メンタルヘルスに関する講座 ①12月10日
②3月11日
③8月20日

①こころの健康教育「自分でできるストレスマネジメン
ト」（東京医療保健大学と共催）②こころの健康セミ
ナー「音楽で伝えあう、人と人とのつながり」③日本で
最も自殺が少ない地域の分析をした、「生き心地の
良い町」の著者を講師に招き、地域特性から自殺対
策を考える講演会をアイムにて実施（昭島市と共催）。

(受講予定)①50名
②30名③54名
【基本施策2-2】
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令和４年度自殺対策事業取組②
取 組 実施時期（予定） 内 容 備 考

⑥わかちあいの会の開催（昭島市と共
催）

年６回（日曜）
隔月で実施

自死遺族対策（基本施策4-4） 遺族の孤立防止な
どの支援を行う団体と連携し支援する。自死遺族が
死別後の感情や体験を語り合い、支え合う場を提供
する。NPOが運営している。

【基本施策4-4】

⑦自殺対策強化月間に合わせた、普
及啓発のためのパネル展示

①９月26・27日・
②３月7日～12日

①本庁多目的プラザにて自死遺族の声のパネルを
展示。こころの相談窓口案内や簡易ストレスチェッ
カーの配布等を実施（来場者104名）。②中央図書
館との共催により自死遺族の声のパネル展示と自殺
やメンタルヘルス関連図書の展示を行う。

【基本施策3-2】

⑧からだとこころの相談（健康会館）
【資料３】

通年 こころの不安、悩みなど（精神保健福祉相談） 通常業務対応
【基本施策4-2】

⑨救急医療機関との連携（自殺未遂者
支援）【新規】【資料４】

随時 コロナ禍で搬送件数が増えている自殺未遂者の再
企図防止策について第３次救急医療機関の災害医
療センターと連携し検討する。災害医療センターの
医師が中心となり市支援者との事例検討会を開催
する。

【基本施策4-3】

15



令和５年度自殺総合対策事業計画①
取 組 実施時期（予定） 内 容 備 考

①立川市いのち支える自殺総合対策
推進本部・検討委員会の開催

①６月
②１月

自殺対策計画の策定及び推進を行う。また、必要な
事項を検討するため検討委員会を開催する。

【基本施策1-1】
新大綱重点1

②立川市いのち支える自殺総合対策
連絡協議会の開催

①７月
②１月

地域における自殺対策の推進。計画の進捗管理、
その他情報交換を行う。

【基本施策1-2】
新大綱重点1

③ゲートキーパー養成講座（初級・中
級）の開催

（初級）9月
（中級）①4月・5

月・7月
②随時

（初級）自殺の兆候に対する気づき力を養成する。
市民と市職員が対象
（中級）①公立学校教職員が対象。１学期中に３回
に分けて実施。
②要望に応じて保健師によるゲートキーパー養成講
座を実施。

(受講予定)初級40
名・中級30名
【基本施策2-1･5-
2】
新大綱重点4

④「生きる支援の相談窓口リーフレット」
の作成・配布

7月まで 相談窓口の周知のため、令和２年度に作成した生き
る支援の相談窓口リーフレットを更新し、コロナ禍で
自殺が増えている若者や女性が手に取りやすい内容
に変更し相談窓口の周知につなげる。

【基本施策2・3】
新大綱重点11.13

⑤メンタルヘルスに関する講座 ①9月
②3月
③8月

①こころの健康教育（東京医療保健大学と共催）②
こころの休日健康セミナー（休日開催）③地域づくり
から自殺対策を考える講演会をアイムホールにて実
施（昭島市と共催）。

(受講予定)①50名
②30名③100名
【基本施策2-2】
新大綱重点5
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令和５年度自殺総合対策事業計画②
取 組 実施時期（予定） 内 容 備 考

⑥わかちあいの会の開催（昭島市と共
催）

年10回（日曜）
実施

自死遺族対策（基本施策4-4） 遺族の孤立防止な
どの支援を行う団体と連携し支援する。自死遺族が
死別後の感情や体験を語り合い、支え合う場を提供
する。立川市開催の１回分を支援者も含めた交流会
を実施し、どのような支援ができるかを考える。

【基本施策4-4】
新大綱重点9

⑦自殺対策強化月間に合わせた、普
及啓発のためのパネル展示

①９月
②３月

①本庁多目的プラザにて自死遺族の声のパネルを
展示。こころの相談窓口案内や簡易ストレスチェッ
カーの配布等を実施。②中央図書館との共催により
自死遺族の声のパネル展示と自殺やメンタルヘルス
関連図書の展示を行う。

【基本施策3-2】
新大綱重点2

⑧からだとこころの相談（健康会館） 通年 こころの不安、悩みなど（精神保健福祉相談） 【基本施策4-2】
新大綱重点7

⑨救急医療機関との連携（自殺未遂者
支援）

随時 第３次救急医療機関の災害医療センターと連携し、
コロナ禍で搬送件数が増えている自殺未遂者の再
企図防止策について検討する。災害医療センターの
医師が中心となり市支援者との事例検討会を開催
する。

【基本施策4-3】
新大綱重点8
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